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 あおみ建設株式会社（代表取締役社長：河邊知之）は、あおみ・堀松・白崎経常建設共同企業体

の「釧路港－１４ｍ航路泊地浚渫工事」で運用している「３Ｄ浚渫管理システム」の見学会を、11

月 3 日に発注者である北海道開発局釧路開発建設局を対象として実施しました。参加者は釧路港湾

事務所の佐藤浩彰副所長他 9名で、システムの機能や現在のＩＣＴの活用状況について多くの質問

が寄せられ、充実した見学会となりました。なお、本工事は「ＩＣＴを活用した施工」を含めたＩ

ＣＴ活用モデル工事の対象工事になっております。 

 本システムは、現在、国土交通省が取り組んでいるＩＣＴ活用工事（浚渫工）に対応するもので、

本工事においては、マルチビーム測深による 3次元起工測量データを取り込んで、グラブバケットの

位置と目標浚渫位置をリアルタイムに可視化しながら施工を行い、施工の効率化、労働生産性の向上

を図りました。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【システム概要および機能】 

 本システムは、起工測量データを取り込むことによって、浚渫作業の完了箇所と未完了箇所を可視

化でき、掘り残しによる手戻りを最小限に抑えることで、施工の効率化に役立つ機能を有しておりま

す。さらに、土量計算の自動化や進捗図の作成機能により、現場の生産性向上に貢献できるＩＣＴ活

用工事に適したシステムです。具体的な機能は以下のとおりです。 

・起工測量データ（３次元の海底地形データ）を

取り込み表示する機能 

・グラブ浚渫船のバケットの位置（平面・深度）

をリアルタイムに３Ｄで可視化する機能。 

・浚渫作業の進捗に応じて、起工測量データが浚

渫した地盤高さに置き換わる機能。 

・水中ソナーで測定した地盤高さデータを浚渫

した地盤高さに反映する機能。 

 （以上、図-1 参照） 

 

３Ｄ浚渫管理システムの見学会を実施しました

図-1 システムのメイン作業画面 

写真-２ システムの説明状況 写真-１ システムの現場見学状況 

浚渫前地盤 

浚渫後地盤 



 

 

・起工測量データと浚渫した地盤高さデータの

差から、土量を算出する機能（図-2 参照）。 

・進捗図の作成機能。 

・システムのモニターを事務所等でも監視でき

る機能。 

 

 

 

 

 

【システムの特徴と実施結果】 

・起工測量結果をＣＳＶデータ（Ｘ・Ｙ・Ｚ）として 50cm ピッチで取り込み、浚渫施工時の海底地

形データとして活用しました。 

・起工測量データの地盤表示の色が、グラブバケットを入れた深度の色に置き換わっていくことで、

どこまで掘れたかが一目で判り、掘り残しを最小限とした効率的な施工ができました。 

・水中ソナーの測深データを浚渫後の海底地形データに反映することで、より精度の高い海底地形デ

ータを得ることができました。 

・土量計算機能や進捗図の作成機能により、毎日の作業後に現場職員が行う作業時間を 30 分程度削

減し、労働生産性の向上に寄与しました。 

・現場事務所において専用パソコンを設置し、グラブ浚渫船の動向や現在の進捗状況を確認すること

で、出来形管理や工程管理などの施工管理の確実性が向上しました。 

 

 

本システムについては、作業完了後にデータを整理して具体的な効果を取りまとめるとともに、今

回等の実績を基に改善・改良を重ね、実用性の向上を図っていきます。また、今後もＩＣＴを活用し

た技術開発を進め、工事のより一層の品質確保、労働生産性の向上に努めて参ります。 

 

〈本件に対するお問い合わせ先〉 

あ お み 建 設 株 式 会 社 

土木本部 技術開発部 吉原 

T E L . 0 3 - 5 4 3 9 - 1 0 1 4 

土木本部 総合評価部 大山 

T E L . 0 3 - 5 4 3 9 - 1 0 1 1 

M a i l : n e t i s @ a o m i . c o . j p 

図-２ システムの土量計算画面 

写真-３ 釧路港における浚渫状況（本システム使用） 


